
鋼製起伏ゲート設計要領（案）正誤表 （H11.10 発行・第 1刷用） 

ページ 
行数 

誤（現行） 正 
正誤表 
作成年月 上から 下から 

5 5行目  1-3 製鋼起伏ゲート･･･ 1-3 鋼製起伏ゲート･･･ H17.1 

8 7行目   

【追記】 
 5-5 計測設備  ···················· 214 
  5-5-1 開度計  ·················· 214 
  5-5-2 水位計  ·················· 214 

H17.1 

17 図1.5-1内 摺動板 戸当り H17.1 

25 図2.2.1-1内 推砂 堆砂 H17.1 

32 式（2.4-7） 𝑇𝐺 = ∑
𝐻𝑖

𝑉𝑠𝑖

𝑛

𝑖=1

 𝑇𝐺 = 4 ∙ ∑
𝐻𝑖

𝑉𝑠𝑖

𝑛

𝑖=1

 H17.1 

34 表2.4-8の中欄 (1および(3以外の地域 (1)および(3)以外の地域 H17.1 

34 図2.4-10  縦軸ラベルにθを追記 H17.1 

35 式（2.4-11） 𝑃𝑑 = 𝛴𝑝𝑑 = 𝛼
𝐶𝑚

2
𝑊𝑜𝐾𝐻2𝑠𝑒𝑐𝜃 𝑃𝑑 = 𝛴𝑃𝑑 = 𝛼･

𝐶𝑚

2
･𝑊𝑜･𝐾･𝐻2･𝑠𝑒𝑐𝜃 H17.1 

35 式（2.4-12） 𝐻𝑑 = 𝛽ℎ 𝐻𝑑 = 𝛽･ℎ H17.1 

35  18行目 図2.4-11 ツァンガの式の記号説明 図2.4-11 h/Hとαおよびβの曲線 H17.1 

35  18行目 図2.4-12 h/Hとαおよびβの曲線 図2.4-12 ツァンガの式の記号説明 H17.1 

35 

図2.4-12 
 

図2.4-13 
と入替える 

  

H17.1 

36 式（2.4-14） 𝑃𝑑 = 𝛴𝑝𝑑 =
7

12
𝑊𝑜𝐾√𝐻ℎ3 𝑃𝑑 = 𝛴𝑃𝑑 =

7

12
･𝑊𝑜･𝐾･√𝐻･ℎ3 H17.1 

36 

図2.4-13 
 

図2.4-12 
と入替える 

  

H17.1 

47  4行目 ここに，𝜎𝑐𝑎𝑔:･･･ ここに，𝜎𝑐𝑎:･･･ H17.1 

47  3行目 ：表2.7-2に示す･･･ 𝜎𝑐𝑎𝑔:表2.7-2に示す･･･ H17.1 
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ページ 
行数 

誤（現行） 正 
正誤表 
作成年月 上から 下から 

50 式（2.7-2） 𝜎𝑔1√𝜎1
2 + 3𝜏2 ≦ 1.1𝜎𝛼 𝜎𝑔1 = √𝜎1

2 + 3𝜏2 ≦ 1.1𝜎𝛼 H17.1 

52 2行目  ･･･表4.2.6-4をもとに，？=β･Lにより･･･ ･･･表4.2.10-2をもとに，ℓ=β･Lにより･･･ H17.1 

52  6行目 た。横ゆれ座屈強度は，･･･ た。横倒れ座屈強度は，･･･ H17.1 

54  2行目 ⅱ）技術基準（基礎解説編）･･･ ⅱ）「技術基準」（基準解説編）･･･ H17.1 

55 1行目  ず技術基準（基礎解説編）･･･ ず「技術基準」（基準解説編）･･･ H17.1 

59 表2.7.2-1内 正係数 補正係数 H17.1 

81  1行目 ･･･技術基準（基準解説編）第3･･･ ･･･「技術基準」第3･･･ H17.1 

85  5行目 △Ｐ：初期つぶれ代･･･ △P：初期つぶれ代･･･ H17.1 

85  5行目 ･･･(図3.1.5-4参照)(Nm) ･･･(図3.1.5-4参照)(N/mm) H17.1 

86 
図3.1.5-5 
の縦軸数字 

0.1 0.2 1.0 2.0 H17.1 

86 
図3.1.5-5 
の縦軸単位 

(tf/m) (N/mm) H17.1 

96  2行目 置，たわみ度が等しくなる･･･ 置，たわみ量が等しくなる･･･ H17.1 

99 式（3.2.2-15） 𝑅𝑏 =
1

(𝐿1 + 𝐿2)
･(𝐿2･R − 𝐿3･𝑅𝐿) 𝑅𝑏 =

1

(𝐿1 + 𝐿2)
･(𝐿2･𝑅𝐿 − 𝐿3･𝑅𝑈) H17.1 

103 式（3.2.3-1） 

P = 0.591√
𝑝･𝐸1･𝐸2

𝐵0･𝑅･(𝐸1 + 𝐸2)
 

C = 1.080√
𝑝･𝑅･(𝐸1･𝐸2)

𝐵0･𝐸1･𝐸2

 

p = 0.591√
𝑃･𝐸1･𝐸2

𝐵0･𝑅･(𝐸1 + 𝐸2)
 

C = 1.080√
𝑃･𝑅･(𝐸1･𝐸2)

𝐵0･𝐸1･𝐸2

 

H17.1 

103 8行目  ここに，P：ヘルツの式による･･･ ここに，p：ヘルツの式による･･･ H17.1 

103 9行目  p：ローラ作用荷重（N） P：ローラ作用荷重（N） H17.1 

105 図3.2.4-3 

  

H17.1 

132 図3.3.5-7内 グリースパッキン グランドパッキン H17.1 

135 
図3.4.2-2 
の右端欄 

本要領 P36 本要領 P28 H17.1 
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行数 

誤（現行） 正 
正誤表 
作成年月 上から 下から 

139 図3.4.3-2内 

  

H17.1 

160 右下の表内 (主)電動機 (主)エンジン H17.1 

161 右下の表内 
青面支持式 背面支持式 H17.1 

162 右下の表内 

168 14行目  
したがって，損失圧力の算定にあたって油圧
シリンダの無負荷作動圧力は，本図から読み
取るものとする。 

しかしながら，油圧シリンダの無負荷作動圧
力は，圧力供給方向，パッキン形状・枚数，
使用圧力等により図4.2.3-1に示す値より大
きくなることがあるため，損失圧力の算定に
使用する無負荷作動圧力は，実状にあった無
負荷作動圧力を検討し，設定するものとす
る。 

H28.1 

182 12行目  ･･･，消泡性，酸性安定性･･･ ･･･，消泡性，酸化安定性･･･ H17.1 

182 13行目  ･･･，特に動粘度は，･･･ ･･･，特に粘度は，･･･ H17.1 

188  2行目 
･･･透明ビニル製防塵シート透明ケース
で･･･ 

･･･透明ビニル製防塵シートや透明ケース
で･･･ 

H17.1 

196 式（4.2.10-9） 𝜎𝑐𝑐 =
𝑊

2･𝑏･𝑑
 𝜎𝑐𝑐 =

𝑊

2･𝑐･𝑑
 H25.9 

198 式（4.2.10-11） 𝐿2 =
1

𝛽
√𝑏1･𝑐1･p 𝐿2 =

1

𝛽
√𝑏1−𝑐1･p H24.12 

204  7行目 1．引込柱の建柱位置および引込注から･･･ 1．引込柱の建柱位置および引込柱から･･･ H17.1 

214 7行目  
･･･「ダム･堰施設技術基準（案）」を参照の
こと。 

･･･「技術基準」を参照のこと。 H17.1 

214  2行目 
･･･「ダム･堰施設技術基準（案）」を参照に
して選定する。 

･･･「技術基準」を参照にして選定する。 H17.1 

231 
8．主ローラ 
記号の説明 

P：ローラの作用荷重 794.093kN P：ローラの作用荷重（削除） H28.1 

231 
P:ローラの作用荷重 

の次行に挿入 

P =
𝑅𝑎

cos 𝛼
=

760.358

cos 5°
= 763.262𝑘𝑁 

𝑅𝑎: 縦桁における上部主桁の作用荷重(P228参照) 

α: 倒伏角60°の扉体法線と油圧シリンダのなす角度(P228参照) 

H28.1 

 

° 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

ＮＯ 
応力度の照査 

コンクリート 
応力度の照査 

コンクリート作用力の算定 

ＥＮＤ 

ＹＥＳ 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

応力度の照査 

コンクリート 
応力度の照査 

コンクリート作用力の算定 

ＥＮＤ 

ＹＥＳ ＹＥＳ 

ＹＥＳ 


